
令和７年度 第１回郡上市行政点検外部評価委員会 要録 

 

日時：令和７年７月１４日（月）１０時３５分～１１時４０分 

 

会場：郡上市役所 ４階 大会議室 

 

出席委員：尾藤望委員長、今井良幸委員、橋川健祐委員、蒲智美委員、曽我厚夫委員、名畑司

委員、羽土洋佑委員、河合美世子委員 

 

欠席委員：臼田啓子委員、山根さき委員 

 

職務による出席者：河合市長公室長、鷲見企画課長、猿渡改革推進係長、國田主事 

 

会議内容 

１.開会 

 

２.協議事項 

（１）令和７年度郡上市行政点検外部評価の概要について           資料３ 

  ◆事務局より資料３に基づき説明 

  ◇外部評価委委員からの意見、質疑なし 

 

（２）外部評価対象基本方針の選定について             資料４～資料６ 

  ◆事務局より資料４から資料６に基づき説明。今年度の評価対象基本方針は５つとなる。

基本方針１、２、３、４、５及び７のうちからそれぞれ１つ選定する。 

  ◇評価対象となる基本方針を外部評価委員にて選定。対象の基本方針は次のとおり。 

 

基本目標１：地域資源を活かして産業を育てるまち 

  ⇒基本方針（３）ひと・もの・かね・情報の集まる商工業を育てます。 

  選定理由 

  ・事業継承や空き家の課題が話題になっているので、そのあたりの状況を確認したい。 

  ・地域の元気が、観光関連につながっていくと考えており、商工業の方を優先的に見てい

きたい。 

 

 基本目標２：美しい水と緑を守り、暮らしの基盤が整う共生のまち 

  ⇒基本方針（４）効果的な整備と適切な維持管理により社会基盤の充実を図ります。 

  選定理由 

  ・公共交通や ICTなど、生活に直結する部分について確認したい。 

 

 基本目標３：支えあい助け合う安心のまち 

  ⇒基本方針（３）生涯にわたり生きがいをもち安心して住み続けられるまちを目指します。 

  選定理由 

  ・高齢化が進んでいくと、生活する上で、様々な不安を抱くが、行政としてどのように、

こうした問題に、対応されていくのか確認したい。 

 

  ・高齢者にかける予算が削減されていく方向で、高齢施策をどうしていくのか確認してい

きたい。 

  ・団塊の世代の数年後を考えた際に、今は元気な世代が多いが、いずれは、そうではなく

なっていくことが想定される。このような中で、今後、健康寿命をどう伸ばしていくの

か確認したい。 

 



 

 基本目標４：香り高い地域文化と心豊かな人を育むまち 

  ⇒基本方針（４）生涯学習の充実を図り地域を担う人材育成の機会を広げます。 

  選定理由 

  ・生涯学習について、４０代から６０代の方に対して生きていく力をどのようにつけてい

くのかが課題である。学校の統廃合も今後も出てくると思うが、地域でコミュニティづ

くりや生涯学習講座をどのように進めていくのか、今後の体制づくり等について確認し

たい。 

  ・読書活動について、現状として読書する時間が少なくなっていると感じており、若い方

でも字が読めない、集中力が続かないといった課題がある。そのあたりの認識も確認し

ていきたい。 

  ・公民館の活動について、参加者が減少しているという話があったが、参加者が少ないと

いうことは、いずれは、公民館活動なども縮小していくことになる。地域で学ぶ機会が

減少していくことであり、課題としていかなくてはならない。 

  ・超高齢化社会における生涯学習について検証したい。 

 

 基本目標５：市民と行政が協働でつくるまち 

  ⇒基本方針（１）市民主体のまちづくりを支援します。 

  選定理由 

  ・地域協議会などで、自分が関わる地域は地域づくりの進め方などが分かるが、他の地域

の状況がわからないので、今回、他の地域の状況を確認していきたい。 

  ・住民自治基本条例ができて十数年経つがその広がりの課題、その検証、その後の評価に

ついて確認していきたい。 

 

３.その他 

 ◇全体を通して委員からの意見、質疑なし。 

 

４.閉会（市長公室長） 

 本日は、行政改革推進協議会並びに行政点検外部評価委員会を開催させていただいたが、熱

心に審議いただきお礼を申し上げる。先ほども、公共施設に関して話をさせていただいたが、

この件について新しい動きもあるため、紹介させていただく。美並町にある美並庁舎は、数年

前に移転を行い、旧庁舎が空いているという状況であった。施設としてはかなり大きく、取り

壊すにも大きな負担がかかることが想定された。そこに、ドラッグストアから出店したいと打

診をいただいた。既存の建物は、ドラッグストアの方で建物を取り壊し、来年の早い時期に開

店する方向となっている。これまでは、美並町内に買い物ができる施設がなく、隣の自治体の

美濃市で買い物をするという状況であったため、ありがたく思っている。また、美並町内にあ

るまん真ん中温泉子宝の湯、八幡町にある町屋敷越前屋についても、民間の力を借りて、新た

に運営を行うことになった。こうした公共施設適正化に向けた動きを大事にして、今後も取り

組みを進めていきたい。以上をもって会議を終了させていただく。 

 

以上、11時 40分終了 

 

 

 

 


